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戦争直後スターリンは一○月から一月半ほどの長期休暇を取ったが、このことはスターリンの健康問題をめぐる憶
測を呼ぶこととなった。そうでなくとも戦後国際関係の変化はソ連指導部内の微妙な関係の変化を招いていた。勝利
に貢献したジューコフなどの軍人や外交官、あるいは核開発をめぐるベリャの台頭が生じた。戦前からの党官僚あが
りにたいしてジダーノフなど戦中世代も浮かび上がっていた。
さらにそれはクレムリン内部での意見の相違、スターリンの政治的掌握度とも関連していた。なかでも四五年八月
にアイゼンハワー将軍がモスクワを訪問した見返りとして、ジューコフ将軍の答礼をすべきかどうかの問題が生じた。
たしかに九月初旬、アメリカ政府からの招待状を呈した臨時大使ケナンにたいし、ジューコフ将軍への招待をいつ
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（１） 
た
ん
ス
タ
ー
リ
ン
は
許
可
し
た
。
こ
の
む
ね
ビ
シ
ン
ス
キ
ー
次
官
か
ら
の
九
月
初
旬
に
返
答
し
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
文
瞥
を
観
た
ペ
チ
ャ
ト
ノ
フ
も
、
と
り
あ
え
ず
ロ
ン
ド
ン
の
モ
ロ
ト
フ
外
相
に
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
、
返
答
を
え
て
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
旅
行
を
九
月
一
七
日
に
（２） 
認めたとある。しかしジューコフは健康上の理由を挙げて、この招待をスターリンに断ったのである。アイゼンハワ
ーは確かにジューコフは健康に懸念を示したと回想でも書いた。だが明らかにモスクワはその後彼の訪問に関心を失
っていた。四六年三月にも新大使Ｗ・Ｂ・スミスが再度ジューコフ訪米を要請したが、実らなかった。その後、ジュ
１
コ
フ
が
左
遷
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
観
る
と
、
あ
き
ら
か
に
何
ら
か
の
問
題
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
六
月
九
日
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
陸
軍
司
令
官
と
武
力
相
次
官
か
ら
解
任
さ
れ
た
。
同
省
の
長
官
と
大
元
帥
で
あ
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
は
三
日
の
命
令
で
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
（３） 
は慎重さを失い、「野心」が有り、第一一次世界大戦での理由ない功績を部下にひけらかした、と説明した。
さ
ら
に
は
翌
年
二
月
の
党
中
央
委
員
会
総
会
で
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
外
交
官
マ
イ
ス
キ
ー
ら
と
並
ん
で
党
中
央
委
員
候
補
か
ら
、
相
応
し
い
党
務
を
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
し
て
解
任
さ
れ
た
。
総
会
で
は
ジ
ダ
ー
ノ
フ
書
記
が
、
「
党
の
関
係
で
準
備
で
き
て
い
な
か
っ
た
」
と
説
明した。ジューコフは、陸軍司令官からの解任は中侮であり、また党での処分は不当であるという手紙を送った。し
（１） 
かし四八年一月には党から除名、オデッサ軍管区司〈祠官からも解任された。
この問題の根は、連合国との関係にかかわったジューコフのような軍人や、モロトフ、リトビノフといった外交官
と、とくに核問題をめぐって英米に強固な態度を取り始めたスターリンとの違いであった。スターリンはロンドン外
相会議で、モロトフ外相が十分ソ連側の立場を主張しなかった、と密かに非難していた。この些細な対立は一二月に
な
っ
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
一
○
月
か
ら
一
月
半
ほ
ど
の
間
の
休
暇
中
に
政
権
を
預
か
っ
て
い
た
時
に
モ
ロ
ト
フ
が
犯
し
た過誤として問題化する。とくに一○月末、ニューヨーク・タイムズなど欧米メディアの検閲強化にたいする抗議に
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応
じ
て
こ
れ
を
緩
和
し
た
こ
と
が
論
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
で
一
二
月
始
め
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
モ
ロ
ト
フ
の
「
リ
ベ
ラ
ル
」
な
態
度
は
誤
り
で
あ
る
と
非
難
し
た
。
問
題
は
、
そ
の
後
モ
ロ
ト
フ
外
相
に
対
す
る
、
マ
レ
ン
コ
フ
、
ミ
コ
ャ
ン
、
そ
し
て
ベ
リ
ャ
と
い
う
最
高
（５） 
首脳陣からの難詰へと発展した。問題はロンドン外相〈云議の桑占いに遡及して批判された。
ロンドン外相会議の時モロトフ外相はスターリンの指示にもかかわらず、中国とフランスが、イタリア、ルーマーー
ァ、ハンガリー、ブルガリアとの平和条約》交渉に英米ソとともにすべて参加してかまわない、と発言したばかりであ
る
。
こ
れ
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
で
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
発
言
と
相
違
し
て
お
り
、
最
高
指
導
者
と
の
意
見
の
食
い
違
い
を
」
砕
外
に
示
し
た
こ
と
に
な
っ
た
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
で
は
、
イ
タ
リ
ア
問
題
に
つ
い
て
の
み
フ
ラ
ン
ス
が
、
対
日
問
題
に
つ
い
て
中
国
の
参
加
が
許
さ
れ
て
い
た
（６） 
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
連
の
交
渉
で
、
モ
ロ
ト
フ
は
ソ
連
政
府
の
立
場
か
詞
ｂ
後
退
し
、
英
米
に
従
っ
て
い
る
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
批
判
し
て
以
降
、
他
の
政
治
局
員
達
も
ま
た
モ
ロ
ト
フ
批
判
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
モ
ロ
ト
フ
の
回
想
に
よ
る
と
戦
後
ス
タ
ー
リ
ン
は
休
暇
を
取
ら
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
実
は
一
○
月
は
じ
め
ス
タ
ー
リ
ン
は
最
初
の
発
作
に
見
舞
わ
れ
、
南
部
で
休
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
政
権
は
一
時
モ
ロ
ト
フ
が
預
か
っ
た
。
こ
こ
で
後
継
問
題
を
め
ぐ
る
憶
測
が
外
国
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
発
作
自
体
は
た
い
し
た
こ
と
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
め
ぐ
り
ス
タ
ー
リ
ン
と
モ
ロ
（７） 
トフとの関係は悪化した。一一月の革命記念日、モロトフは外務省の検閲緩和を発表した｝」とがきっかけであった。
’
二
月
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
な
ど
は
後
継
者
問
題
に
論
及
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
休
暇
で
も
政
治
問
題
を
処
理
で
き
る
人
々
が
い
る
、
と
い
う
「
ロ
シ
ア
人
」
の
談
話
を
掲
げ
た
。
モ
ロ
ト
フ
外
相
や
ジ
ュ
ー
コ
フ
賞
賛
の
記
事
も
ま
た
流
れ
た
。
実
際
こ
の
と
き
、
ソ
連
大
使
館
で
は
、
こ
の
情
報
を
め
ぐ
っ
て
ス
タ
ー
リ
ン
の
地
位
に
揺
ら
ぎ
が
あ
る
と
す
る
ケ
ナ
ン
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
モ
ロ
ト
フ
を
首
相
に
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
を
国
防
相
に
す
る
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
地
位
に
は
い
っ
さ
い
変
化
が
な
い
、
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
二
九
四
五
年
一
二
月
）
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考
（
下
）
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下
斗
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（皿）
指髭洞したのである。
ハリマン大使は、
を改めて知らせた。
そ
の
こ
ろ
ハ
リ
マ
ン
大
使
は
、
知
米
派
の
リ
ト
ビ
ノ
フ
次
官
か
ら
、
米
ソ
函
困
係
の
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
と
い
う
感
触
を
得
ぺ
一
一
月
一一二日本国に打電していた。リトピノフが駐米’大使から召還された二年間で、状況はより悪くなった。たとえ日本間
（９） 
題を解決しても、別問題が出てくる。｝」うなっては何もできない、という轌但極論であった。
こ
の
よ
う
な
ソ
連
の
政
策
が
急
速
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
一
○
月
三
○
日
、
ハ
リ
マ
ン
大
使
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
で
、
か
っ
て
は
ハ
リ
マ
ン
大
使
と
ト
ロ
ッ
キ
ー
と
の
通
訳
を
つ
と
め
た
革
命
家
ゲ
オ
ル
ギ
ー
・
ア
ン
ド
レ
イ
チ
ン
か
ら
も
大
使
館
で
聞
い
て
い
た
。
彼
に
よ
る
と
、
ソ
連
は
、
ア
メ
リ
カ
の
核
所
有
に
篤
き
、
そ
の
弱
さ
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
弱
さ
を
隠
す
た
め
に
強
硬
な
態
度
が
出
る
の
だ
、
と
指
摘
し
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
問
題
と
核
問
題
、
対
日
問
題
な
ど
で
の
孤
立
策
は
す
べ
て
一
本
の
糸
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
始めた。
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（８） 
と
す
る
ハ
リ
マ
ン
と
の
間
で
論
議
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
一九四五年ムコ時、ソ連外》交官の米国などとのやりとりは、僅か数人の政治局員のみがチェックしていた。たとえば、
極
東
委
員
会
問
題
で
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
、
モ
ロ
ト
フ
以
外
に
は
、
ミ
コ
ャ
ン
、
ベ
リ
ャ
（
秘
密
警
察
）
、
マ
レ
ン
コ
フ
が
こ
れ
を
見
て
い
た
。
外
務
次
官
で
は
ビ
シ
ン
ス
キ
ー
、
ロ
ゾ
フ
ス
キ
ー
、
デ
カ
ノ
ゾ
フ
が
こ
れ
を
読
む
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
う
ち
ス
タ
ー
リ
ン
不
在
の
折
政
治
局
で
は
「
四
名
委
員
会
」
が
党
務
を
監
督
し
た
が
、
モ
ロ
ト
フ
、
ベ
リ
ャ
、
ミ
コ
ャ
ン
、
そ
し
て
マ
レ
ン
コ
フ
が
入
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
モ
ロ
ト
フ
が
批
判
さ
れ
る
に
反
比
例
し
て
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
攻
防
の
立
役
者
、
ジ
ダ
ー
ノ
フ
が
台
頭
、
こ
の
過
程
に
か
み
二
月
七
日
に
お
く
っ
た
パ
ー
ン
ズ
長
官
へ
の
メ
モ
で
、
原
爆
が
ソ
連
指
導
者
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
．
戦
勝
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
、
突
然
そ
こ
に
核
爆
弾
が
現
れ
た
た
め
ソ
連
赤
軍
の
力
は
相
殺
さ
れ
た
。
彼
ら
は
古
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三○日、米国側はモロトフ外相に、対日統制メカニズムに関する新しい米国側の提案、「極東諮問委員会の活動条
件の変更について」を提出した。これは基本的に対日問題は二国間で行うこととし、委員会と理事会との区別はない
が呼称を変える、というものであった。正確には連合軍事評議会となるものであって、司令官の諮問に応じ、降伏と
〈凪）
占領の問題を扱うことになった。司令官はアメリカ、ソ連、中国、英国が成員となるものであった。
ちなみにその時、日本極東委員会の活動では、モロトフ外相は大使の考えを支持し、米国が多数派に入っていれば
委員会は多数決方式を採用しても良いという考えを示唆していた。そしてそのことには政治局の「四名委員会」にお
ける他の三名の成員（ベリャ、ミコャン、マレンコフ）も賛成していた。
しかしスターリンはこの時、別荘地からこの妥協策に強く抗議していた。このため一一月四日の政治局での三名は
くＭ）
意見を変えた。決議もまたモロトフの譲歩を批判、政府の立場から後退すべきではないことを強調した。
くからのロシアの安全保障面での不十女を感じたに違いない。モロトフのロンドンでの突然の強硬さもこれで説明でき
（胆）
いった。
ちなみにこの前日、ロシア革命二八週記念日演説でモロトフは、科学技術の利用、とくに核エネルギーの利用につ
いてふれ、ソ連の科学技術の発展、を強調した。「我々にも核エネルギーや、その他の多くがあることになろう」と
る、
￣￣ 
。
モスクワ外相会識二九四五年一二月）再考（下）（下斗米）
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九
日
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
こ
れ
に
関
す
る
覚
え
書
き
で
、
こ
の
よ
う
な
修
正
は
、
米
国
政
府
が
総
司
令
部
に
出
す
指
令
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
四
国
の
合
意
、
つ
ま
り
は
ソ
連
の
拒
否
権
が
必
要
に
な
る
こ
と
に
な
る
、
と
難
色
を
示
し
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
ソ
連
側
の
提案とは、モロトフやスターリンが難色を示したルーマーーァのような統治方式からの修正になると反対した。米国政
府
は
日
本
占
領
を
連
合
国
の
総
意
で
や
っ
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
強
い
抗
議
調
の
文
書
で
あ
っ
た
。
二
月
一
二
日
に
今
度
は
ソ
連
政
府
が
米
国
政
府
に
回
答
し
た
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
案
は
依
然
と
し
て
八
’
九
月
の
日
本
占
領
初
期
の
状
況
と
認
識
が
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
米
国
政
府
が
独
断
で
、
ソ
連
な
ど
と
の
合
意
な
し
に
や
ろ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
占
領
で
の
軍
事
的
な
段
階
は
終
わ
っ
て
い
る
。
か
わ
っ
て
、
敗
北
で
日
本
で
は
新
し
い
状
況
、
政
治
経
済
文
化
行
政
な
ど
で
の
新
し
い
変
化
が
生
じ
て
（服）
い
る
か
ら
統
制
委
員
〈
室
も
そ
の
任
務
を
変
更
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
対
日
関
係
で
ア
メ
リ
カ
が
よ
り
大
き
い
責
任
を
追
う
こ
と
に
は
賛
成
し
て
い
る
が
、
し
か
し
「
資
任
は
米
国
政
府
に
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
軍
事
力
を
破
壊
す
る
事
業
に
（、｝
積
極
的
に
く
わ
わ
っ
た
す
べ
て
の
連
合
国
に
も
同
様
に
あ
る
。
」
と
い
う
考
え
か
・
し
、
賛
成
で
き
な
か
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
最
高
司
令
官
が
多
く
の
問
題
の
決
定
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
最
高
司
令
官
が
「
最
後
の
言
葉
」
を
持
つ
の
を
承
認
し
た
し
、
い
ま
で
も
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
五
日
あ
と
に
提
出
さ
れ
た
ソ
連
政
府
の
修
正
案
で
は
、
「
連
合
軍
事
評
議
会
」
が
純
軍
事
問
題
の
み
に
対｛応することとなって狭すぎるとして、連合管理委員会、あるいは評議云云とすべきことを主張した。その他詳細な修
（応）
正提案がなされていた。
第
六
妥
協
の
模
索
法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
三
・
四
合
併
号
八
Hosei University Repository
府の回答で、毎
るとも言った。
そのうえでソ連政府は統制委員会か、統制評議会とし、軍事だけでなく政治経済文化行政、財政にわたる問題を審
議し、統制する機関とすべきであると回答した。決して最高司令官の機能がそれで麻庫することはない、とも述べた。
この回答はハリマン大使とモロトフ外相との会談で表明されたが、その会談の記録はのこっていない。ハリマンは、
（旧）
この会談からスターリンが日本についてのマスタープランは有していないと観た。
回
答
は
一
週
間
後
、
ハ
リ
マ
ン
大
使
か
ら
モ
ロ
ト
フ
外
相
へ
の
回
答
と
し
て
な
さ
れ
た
。
ハ
リ
マ
ン
は
改
め
て
一
一
月
三
日
の
米
国
政
府の回答で、極東委員会と、対日理事会の二つに機能が分割されると答えた。また政治問題はすべて極東委員会にな
さ
ら
に
ハ
リ
マ
ン
は
お
も
し
ろ
い
回
答
を
し
た
。
も
し
ソ
連
が
日
本
占
領
に
軍
隊
を
送
る
と
し
た
ら
こ
れ
に
賛
成
す
る
と
い
う
も
の
で
（旧）
ある。もっとも特定の占領地域ではなく、マッカーサー司〈戸部下の軍事力としての一員としてであるが、英国政府も
また三万人規模で送る予定であり、オーストラリア政府も検討していることのことであった。
これについてモロトフ外相は中国政府にはどうかと聞いたが、ハリマン大使は知らないと回答した。
慎重となったモロトフ外相は、ソ連政府はすでにスターリン元帥との話し合いで回答している、と答えた。ちなみ
に一○月二五日のスターリンはハリマンとの会談で、すでにソ連軍は満州でも戦って、本州にも兵を送る用意がある
（釦）
と
い
っ
た
の
に
断
ら
れ
た
、
と
い
っ
て
い
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
に
は
特
定
の
占
領
地
域
と
は
無
関
係
な
派
兵
に
は
無
関
心
で
あ
っ
た
。
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
二
九
四
五
年
一
二
月
）
再
考
（
下
）
（
下
斗
米
）
九
し
か
し
例
外
な
く
す
べ
て
の
問
題
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
だ
け
が
指
示
す
る
、
と
は
認
め
て
い
な
い
。
ハ
リ
マ
ン
大
使
と
の
会
談
で
イ
タ
リ
ア
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
ル
ー
マ
ニ
工
々
式
を
支
持
し
た
の
だ
、
ソ
連
政
府
は
こ
の
ス
タ
ー
リ
ン
と
お
な
じ
で
あ
る
、
と
い
う
強
い
口
調
の
も
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
のであった。
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それにしてもなぜスターリンは東欧、とくにブルガリア、ルーマニア問題にそれ程こだわったのか？この問題を
解く鍵は、核開発にある。ソ連国内にウランが当時まではほとんど見つかっていなかったことである。こうした中で
アメリカが原子力管理問題を独占的に、しかもソ連の拒否権を否定してまでも、一元的な管理をしこうとしたことは、
ソ連にとって看過できない問題であった。
一九四五年八月はじめの広島・長崎の原爆投下に衝撃を受けたソ連指導部は早速、新しい核開発計画を打ち立てた。
二○日、国家防衛委員会決定九八八七は、政治局員で秘密警察を担当するラブレンティー・ベリャを委員長に、マレ
ンコフらとクールチャトフら物理学者ら九名からなる「特別委員会」を作ることを決めた。そのもとに「閣僚会議第
一総管理局」が作られこの委員会の決定を実行することになった。その委員会の三つの任務とは、ｌ）科学技術の発
（副）
達、２）ウラン鉱の確保、３）ウラン製造産業の立ち上げ、４）核爆弾の製造、があげられた。
（型）
なかでも、第二のウラン鉱の確保は国内とソ連国外での任務がともに指一示されていた。というのもソ連国内でウラ
ン鉱は当時まったく不十分にしか採掘されていなかったからである。この特別委員会の学者側のトップであったイワ
ン・クールチャトフが四六年初めにスターリン宛に核爆弾開発の報告を提出したが、そこでは、ソ連は毎年一○○’
一五○トンのウラン鉱が必要とされていたものの、実際当時ソ連国内で産出されたのは僅かその一割、二○’一五
（配）
トン」しかなかったことを率直に指摘していた。
第
七
ル
ー
マ
ー
ー
ァ
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
問
題
と
核
問
題
法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
三
・
四
合
併
号
一
○ 
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この国家防衛委員会決定九八八七がソ連の圏外で確保すべきウラン鉱と指定されたのは具体的には「ブルガリアと
（泌）
チェコスロバキア等」があがっていた。当時この問題に関わった内務人民委員部のスドプラトフの回想では、探査の
矛
先
は
コ
ン
ゴ
や
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
ま
で
向
か
っ
た
。
だがウランは、ソ連占領地域のチェコスロバキアやブルガリア、そしてドイツ東部に存していた。ソ連崩壊前後の
資料公開やこれに基づく研究で、ウランは東独やブルガリアから搬入したことが明らかになってきている。四六年以
降ブルガリアの首相となるのが、四三年までコミンテルン書記、その後ソ連共産党国際部長であったゲオルギ・ディ
ミ
ト
ロ
フ
で
あ
っ
た
の
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
に
タ
ッ
チ
し
た
ス
ド
プ
ラ
ト
フ
は
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
個
人
が
こ
の
ソ
連・ブルガリア鉱物協会を監督、ソ連内務人民委員部が管理し、ソ連軍から三○○人の技師が派遣された、と書いて
〈恥）
いる。かって一二○年代当初の反ファシズムの闘士が、コミンテルンの粛清を実施し、戦後ソ連国家の命を受け冷戦で
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
二
九
四
五
年
一
二
月
）
再
考
（
下
）
（
下
斗
米
）
一一
実際一九四五年五月九日、ドイツ降伏の時点でクールチャトフ自身は、彼の元でウランの確保に当たった学者シモ
ネンコの回想では、ドイツのベルリンで、カイザー研究所などで発見された一○○トンほどのウランを国内に運び込
（蛇）
む作華不の指揮に当たっていた。実際、クールチャトフは一九九二年、一九四五年にベルリンで発見された一○○トン
（型）
のウラン鉱が、ソ連のプルトニウム用高炉建設を、つまり核開発を一年早めた、とも証一一一一□している。
しかしそれだけでは明らかに｝小十分であった。こうしてベリャなどソ連の核開発プロジェクトの最高責任者や対外
諜
報
錦
門
は
、
国
内
、
中
央
ア
ジ
ア
で
の
ウ
ラ
ン
鉱
探
査
と
並
ん
で
、
占
領
地
域
で
の
核
関
連
物
資
探
査
に
曜
起
と
な
っ
て
い
た
。
ア
メ
リカが、一九四三年のスターリングラード戦以降、ソ連へのウラン提供を拒否したが、国内にはまだ十分には発見さ
リカが、一九四三年の一
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
三
・
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号
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の核開発の先端を担った。実は四七年にはソ連でウランが発見されるのだが、ソ連政府は米国にこのことを悟られな
い
よ
う
に
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
へ
の
関
与
を
続
け
た
。
今
の
ロ
シ
ア
外
務
省
二
○
○
周
年
史
も
ま
た
、
戦
後
ソ
連
に
よ
る
東
欧
政
策
の
厳
格
さ
は
「
原
子
力
政
策
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
東
欧
で
ア
メ
リ
カ
軍
か
ら
の
核
攻
撃
に
対
抗
す
る
戦
争
計
画
を
立
案
し
て
い
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
ブ
ル
ガリア、ルーマニア、チェコスロバキア、そして東ドイツにウラン鉱が豊富であったという「軍璽｝経済的詫窒凶があつ
（幻）
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ソ
連
の
ド
イ
ツ
専
門
家
で
あ
っ
た
Ｖ
・
フ
ァ
ー
リ
ン
が
こ
の
こ
と
を
指
し
て
、
核
分
裂
が
ド
イ
ツ
を
分
割
さ
せ
（鯛）
た、と書いたが至二曰である。
そ
の
後
も
、
特
別
委
員
会
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
ウ
ラ
ン
鉱
援
畑
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
文
書
が
最
新
の
『
ソ
連
の
原
子
力
の
企
画
』
一
九
九
八
、
Ｍ
・
サ
ロ
フ
、
な
ど
の
文
書
に
多
く
出
て
い
る
。
た
と
え
ば
一
九
四
八
年
一
○
月
一
六
日
ベ
リ
ャ
か
ら
ス
タ
ー
リ
ン
の
署
名
を
求
め
た
閣
僚
会
議
の
決
定
・
命
令
一
覧
の
第
一
に
は
、
「
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
の
Ａ
ｌ
９
（
ウ
ラ
ン
鉱
）
採
掘
増
産
計
画
と
、
ソ
連
・
ブ
ル
ガ
（醐）
リァ鉱物燭製云への援助について、というものがある。
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
ヤ
ヒ
モ
フ
ス
キ
イ
鉱
山
で
は
四
九
年
に
一
二
○
ト
ン
、
五
○
年
に
一
四
○
ト
ン
、
そ
し
て
五
一
年
に
一
六
○
卜
（鋤）
ンものウランの製造を決めていた。戦後ソ連のウラン確保量からみて実に一一一分の二にあたった。
合
意
か
ら
対
立
へ
、
冷
戦
へ
向
か
う
ギ
ア
は
核
を
め
ぐ
っ
て
も
確
実
に
加
速
さ
れ
た
。
ヒ
ロ
シ
マ
に
発
す
る
国
際
政
治
の
新
た
な
次
元
が
、
ソ
連
の
東
欧
政
策
を
旋
回
さ
せ
た
。
そ
し
て
こ
の
東
欧
に
お
け
る
原
子
力
政
策
は
、
ア
ジ
ア
、
と
く
に
ソ
連
の
対
日
政
策
に
再
度
隠
れ
た
形
で
跳
ね
返
っ
て
き
た
。
一
二
月
末
の
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
で
ソ
連
は
、
諮
問
機
関
と
し
て
極
東
委
員
会
・
対
日
理
事
会
を
つ
く
る
という形式的な条件で、米国による日本占領での主導権を許容した。
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こ
う
い
っ
た
一
連
の
問
題
を
解
決
す
る
場
と
し
て
設
定
さ
れ
た
の
が
一
二
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
英
米
ソ
の
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
で
あ
った。会議は一六日から二六日という後半に開催された。参加したのはロンドンでの参加者問題を反映して、英国の
べ
ピ
ン
、
ソ
連
の
モ
ロ
ト
フ
、
米
国
の
パ
ー
ン
ズ
と
な
っ
た
。
連
合
国
の
定
期
協
議
は
、
ヤ
ル
タ
会
談
で
合
意
さ
れ
た
事
項
で
あ
っ
て
、
各
三
－
四
ヶ
月
に
一
度
筒
開
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
実
際
五
月
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
七
月
の
ベ
ル
リ
ン
（
ポ
ツ
ダ
ム
）
、
九
月
の
ロンドンについで、モスクワでの開催が予定されていた。
四五年二月一一四日のハリマン大使との会談で、バーンズ国務長官は、次回の会議が、モスクワで行われることに
期
待
す
る
と
言
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
く
っ
た
。
こ
れ
を
敷
桁
し
て
、
ハ
リ
マ
ン
大
使
は
、
ロ
ン
ド
ン
会
議
で
合
意
で
き
ず
、
連
合
国
が
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
不
成
功
で
あ
っ
た
と
い
う
風
に
世
界
が
見
る
こ
と
に
な
る
か
ら
と
、
会
議
の
成
功
を
期
待
し
た
。
そ
の
上
で
、
会
議
の
議
題
は
な
に
と
な
ろ
う
か
と
、
個
人
的
に
モ
ロ
ト
フ
に
質
問
さ
れ
た
が
、
こ
の
会
議
ま
で
に
平
和
条
約
問
題
が
審
議
さ
れ
、
ま
た
日
本
管
理
問
題
も
ま
た
解
決
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
の
希
望
を
表
明
し
た
。
そ
の
他
、
中
国
情
勢
、
特
に
内
戦
に
関
心
を
示
し
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
問
題
も
こ
こ
で
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
二
九
四
五
年
一
二
月
）
再
考
（
下
）
（
下
斗
米
〉
一一一一
その代償とは、ソ連のルーマニア、ブルガリアでの覇権を英米が承認することであった。まだ当時ソ連で発掘され
て
い
な
か
っ
た
ウ
ラ
ン
を
ブ
ル
ガ
リ
ア
な
ど
か
ら
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
一
九
四
七
年
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
で
大量のウラン鉱が採掘利用されるまでは、ソ連の戦後東欧支配はこの点からも死活問題であった。
第
八
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
ｌ
別
れ
の
儀
式
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更
に
九
日
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
四
人
組
に
関
す
る
詳
細
な
批
判
内
容
を
轡
き
送
っ
た
。
今
回
は
ロ
ン
ド
ン
外
相
会
議
以
来
の
外
交
路
線
に
絡
む
批
判
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
外
相
会
識
で
の
平
和
条
約
問
題
に
関
し
て
、
ソ
連
側
が
攻
勢
に
出
、
中
国
の
イ
タ
リ
ア
問
題
へ
の
出
席
や
、
日
本
問
題
で
の
フ
ラ
ン
ス
の
参
加
に
釘
を
差
し
、
こ
の
結
果
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
ま
で
に
、
英
米
側
が
譲
歩
し
た
こ
と
を
称
賛
し
た
。
ま
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で
の
選
挙
問
題
で
も
ソ
連
が
強
固
に
出
た
た
め
に
こ
の
件
で
も
勝
利
し
た
、
と
か
た
っ
た
。
モ
ロ
ト
フ
、
マ
レ
ン
コ
フ
、
ベ
リ
ャ
、
ミ
コ
ャ
ン
の
四
人
組
が
、
ア
メ
リ
カ
の
圧
力
に
屈
し
か
け
、
動
揺
し
、
外
人
記
者
問
題
で
リ
ベ
ラ
ル
な
態
度
を
取
っ
た
こ
と
を
な
ど
譲
歩
し
す
ぎ
た
こ
と
を
な
じ
っ
た
。
こ
の
う
え
で
、
一
二
月
後
半
の
外
相
会
議
に
も
強
固
さ
（鍋）
を
保
つ
べ
き
で
あ
る
と
ス
タ
ー
リ
ン
は
注
意
し
た
の
で
あ
る
。
舞
台
裏
で
は
外
交
官
達
が
動
い
た
。
二
月
二
五
日
、
米
国
国
務
長
官
が
ソ
連
大
使
ノ
ピ
コ
フ
に
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
は
準
備
の
都
合
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
、
ま
だ
休
暇
で
ソ
チ
の
垣
唾
喪
所
に
い
た
ス
タ
ー
リ
ン
は
一
二
月
五
日
電
報
を
送
り
、
モ
ロ
ト
フ
の
外
国
紙
へ
の
検
閲
（躯）
問
題
で
の
軟
弱
な
態
度
に
抗
議
を
し
た
の
で
あ
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
一
二
月
初
旬
、
モ
ロ
ト
フ
ヘ
の
批
判
を
政
治
局
レ
ベ
ル
に
轡
き
送
っ
た
。
ミ
コ
ャ
ン
、
マ
レ
ン
コ
フ
、
ベ
リ
ャ
は
あ
わ
て
て
ス
タ
ー
リ
ン
に
弁
明
し
た
。
七
日
に
は
、
モ
ロ
ト
フ
も
ス
タ
ー
リ
ン
に
過
誤
を
認
た。、
めた。 しか
し
モ
ス
ク
ワ
の
内
政
レ
ベ
ル
で
は
別
の
大
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
二
月
以
降
、
外
務
省
の
検
閲
が
弱
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
ロイターの記事（’二月一一一日）が出た。これは革命記念日に外国人特派員と会ったモロトフが、直接検閲を廃止する
と
ま
で
は
述
べ
な
か
っ
た
も
の
の
、
実
際
そ
の
後
検
閲
が
ゆ
る
ん
だ
こ
と
も
生
じ
、
こ
れ
を
一
二
月
の
外
国
人
特
派
員
が
好
意
的
に
番
い
たのだった。
た訂
。￣グ
法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
三
・
四
合
併
号
一
四
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送っていたことになる。
述べた。
一
二
月
一
二
日
に
も
外
務
次
官
マ
イ
ス
キ
ー
と
ハ
リ
マ
ン
大
使
と
の
会
見
が
行
わ
れ
た
。
マ
イ
ス
キ
ー
次
官
が
な
ぜ
こ
こ
で
出
て
き
た
のかは不明である。そこではハリマン大使がモスクワ三国外桐』会議の成功を願い、困難や意見の相違はあるが成功は
不
可
能
で
は
な
い
と
リ
ー
ク
し
た
。
そ
し
て
そ
の
リ
ー
ク
内
容
は
あ
る
意
味
で
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
ハリマンは、懸案のルーマニア、ブルガリアでもソ連の「特別の地位」、特別の利益を理解している、と語ったの
である。しかしアメリカの世論が理解しうるような形式で問題を解決したい。つまり、両国がソ連に差し出されたと
か、選挙が自由でないとか、政府がロシアの槐偶であるといったように思われないようにしてもらいたい、と言うこ
とであった。さらには、ハリマンは、ルーマニア、ブルガリア側が比較的小さな変更を加え、祖国戦線だとか、政府
に多少反対派が加わってくれればいいと行った。アメリカは、この問題で面子を繕えば妥協して良いというサインを
一
二
月
八
日
、
ハ
リ
マ
ン
大
使
と
モ
ロ
ト
フ
外
相
は
会
見
し
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
内
部
で
の
批
判
を
モ
ロ
ト
フ
は
感
じ
て
い
た
。
強硬路線をうけてモロトフ外相は、アメリカ側が北中国での日本軍の撤兵と日本への搬送があるという議題を出した。
ハリマンは、北中国にまだ日本軍の武装解除されない部分があるからといって米国軍の派遣と中国援助を正当化した。
モ
ロ
ト
フ
は
、
も
は
や
そ
こ
で
の
日
本
軍
は
武
装
解
除
さ
れ
た
と
行
っ
て
こ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
。
ハ
リ
マ
ン
大
使
は
な
お
、
北
中
国
へ
の
米
国
軍
の
導
入
問
題
を
含
め
よ
う
と
し
た
。
ハ
リ
マ
ン
は
、
満
州
で
の
国
民
党
軍
と
共
産
党
軍
の
内
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
と
か
ら
だ
と
を伝えた。
で
一
二
月
後
半
が
望
ま
し
い
と
告
げ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
二
七
日
、
モ
ロ
ト
フ
は
ハ
リ
マ
ン
大
使
に
、
一
五
日
に
開
催
予
定
で
あ
る
こ
と
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
二
九
四
五
年
一
二
月
）
再
考
（
下
）
（
下
斗
米
）
一
五
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一一ハ
ま
た
ハ
リ
マ
ン
大
使
は
も
う
一
つ
の
懸
念
、
日
本
問
題
に
つ
い
て
も
和
解
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
い
た
。
つ
ま
り
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
は
〈鋼）
問題を独占して解決しようとは思わない、責任を英中ソと分割しようではないかと提起した。マイスキーは、これは
自
分
の
考
え
で
は
な
い
と
い
っ
た
が
、
な
お
も
ハ
リ
マ
ン
は
、
外
相
会
議
を
成
功
さ
せ
よ
う
で
は
な
い
か
と
、
妥
協
の
サ
イ
ン
を
送
っ
た
ハリマン大使はなお、前ロンドン外相会議がうまくいかなかったのは、パーンズの国際問題での経験不足が問題だ
（妬）
ったとまでいった。米国外交の特色としてあげられる「法律家的・道徳家的発想」（Ｇ・ケナン）の問題である。ハ
リ
マ
ン
も
パ
ー
ン
ズ
が
、
法
律
家
出
身
で
あ
る
た
め
に
柔
軟
性
に
欠
け
、
「
外
交
で
は
政
治
的
判
断
が
、
法
的
に
考
え
る
こ
と
に
優
先
す
べきであったことを指摘した。いまやハリマンは、パーンズに柔軟になるべきことを訴えている、とソ連側に伝えた。
マイスキーも、ソ連側、ハリマン大使に、「対等の原則」があれば問題は克服できると強調した。つまり米ソ外交官
は
こ
の
時
点
で
取
引
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
マ
イ
ス
キ
ー
会
見
メ
モ
は
別
の
意
味
で
も
重
要
で
あ
っ
た
。
彼
は
注
記
し
て
、
ハ
リ
マ
ン
に
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
を
聞
いたが、ハリマンは知らされていないと答えた。ソ連側がどの争占に真の関心があるかを示していた。つまり核管理
（妬）
問題である。この問題はともかく米ソ外交での一券協が可能となった。
こうして外相会議ははじまった。参加者は、ソ連がモロトフを代表に、アメリカからパーズ、英国のべピンを代表
としていた。前回とは異なって、中仏の外相は当初からの構成者ではなかった。
一八日にはモスクワにやってきたパーンズ国務長官とモロトフ外相とが会った。パーンズはスターリンの健康の様
子を聴いたが、モロトフは良くなったと答えた。そのあと焦点のルーマニア承認問題に移った。パーンズは、ヤルタ
ことに注目できる。
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二
四
日
報
道
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
イ
タ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
そ
し
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
旧
枢
軸
国
と
の
平
和
条
約
問
題
に
決
着
が
つ
い
た
。
こ
の
結
果
、
仏
、
中
に
も
個
別
に
参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。
こ
こ
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
よ
う
な
国
だ
け
で
な
く
、
ベ
ロ
ル
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
名
前
も
ソ
連
と
は
別
個
に
挙
げ
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
イ
タ
リ
ア
と
の
平
和
条
約
交
渉
に
は
フ
ラ
ン
ス
も
招
か
れ
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
英
米
ソ
の
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
二
九
四
五
年
一
二
月
）
再
考
（
下
）
（
下
斗
米
）
一七
こ
う
し
た
過
程
を
経
て
、
一
二
月
一
六
－
二
六
日
、
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
が
開
か
れ
、
妥
協
が
成
立
し
た
。
こ
う
し
て
日
本
占
領
で
の
米
国
の
主
導
権
を
承
認
し
た
対
日
理
事
会
・
極
東
委
員
会
問
題
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
・
ル
ー
マ
ニ
ア
承
認
問
題
と
バ
ー
タ
ー
さ
れ
て
決
着
し
た。 イナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
シ
ズ長官も納得した。
協
定
で
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で
の
民
主
的
変
化
を
承
認
の
条
件
と
し
た
が
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
で
は
な
い
か
、
リ
ベ
ラ
ル
で
親
ソ
的
な
米
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
と
の
意
見
も
そ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
承
認
へ
の
可
能
性
を
追
求
し
た
い
、
と
発
言
し
た
。
問
題
は
東
欧
な
ど
の
国
と
の
平
和
条
約
を
単
一
の
会
議
で
や
る
の
か
、
そ
れ
と
も
個
別
に
や
る
か
と
い
う
問
題
と
も
重
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
戦
争
は
東
西
で
も
不
可
分
で
あ
る
の
だ
か
ら
一
回
の
会
議
で
決
着
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
イ
タ
リ
ア
か
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ま
で
、
一
挙
に
か
た
た
ず
け
た
い
、
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。
だ
が
モ
ロ
ト
フ
は
、
ル
ー
マ
ー
ー
ァ
と
た
と
え
ば
ポ
ー
ラ
ン
ド
（師）
は
戦
争
し
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
同
一
の
テ
ー
ブ
ル
で
片
づ
け
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ど
の
国
を
講
和
会
議
に
招
く
か
で
も、いぜん議論が分かれた。
結
局
、
二
○
日
に
モ
ロ
ト
フ
外
相
は
ス
タ
ー
リ
ン
か
ら
の
電
話
と
し
て
、
ソ
連
が
難
色
を
示
し
た
イ
ン
ド
と
米
国
が
反
対
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
を
加
え
て
、
バ
ー
ン
ズ
が
一
八
日
に
提
起
し
た
二
一
国
で
講
和
会
議
を
開
く
こ
と
で
い
い
と
言
う
こ
と
で
、
バ
ー
ン
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こ
の
う
ち
、
対
日
理
事
会
五
項
で
の
司
令
官
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
米
国
側
が
、
ソ
連
の
顔
を
た
て
、
状
況
が
許
す
限
り
、
議
長
が
事
（犯）
一別に理事会に相談するという項目を入れて、モロトフも納得した。もちろん議長の最終的決定権は変わらなかった。
た
だ
し
、
軍
事
作
戦
や
領
土
問
題
の
解
決
に
は
委
員
会
は
関
与
で
き
な
い
仕
組
み
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
領
土
問
題
は
こ
の
レ
ベ
ル
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
固
定
化
さ
れ
た
。
委
員
会
は
対
日
理
事
会
の
形
成
を
待
っ
て
、
日
本
占
領
管
理
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
制
度
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
委員会は、米ソ中英の四国の支持があれば多数決で決めることができた。本部はワシントンにおくこととなった。
中
国
の
参
加
を
含
め
、
三
国
は
対
日
理
事
会
に
つ
い
て
は
、
東
京
に
お
き
、
最
高
司
令
官
が
議
長
と
な
り
、
ソ
連
代
表
、
米
国
代
表
、
中国代表、それに英国・ニュージーランド・オーストラリア・インドを代表する人物、から構成された。二週間に少
な
く
と
も
一
回
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
悪
法
の
概
成
、
内
閣
全
体
の
交
代
な
ど
で
一
国
が
最
高
司
令
官
に
同
意
し
な
い
と
き
も
、
極
東
委
員
会
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
は
議
長
の
法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
三
・
四
合
併
号
一八
三国だけであった。フィンランドとの交渉は、英ソが参加することになった。個別交渉が終わってから全体の会議が
四六年五月までに開かれ、ヨーロッパ戦に連合国として戦った国連加盟国すべてが招かれることになった。
こ
の
問
題
と
並
ん
で
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
極
東
委
員
会
、
対
日
問
題
理
事
会
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
は
中
国
も
加
わ
る
こ
と
が
三
国
外
相
で
合
意
さ
れ
た
。
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
、
イ
ン
ド
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
含
め
た
一
一
国
と
な
り
、
委
員
会
は
日
本
降
伏
の
条
件
を実施するための政治路線、原則、全般的基礎を定め、最高司令官の指令や、決定について各国の見直し要求を検討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
悪法の樹成、内閣へ
権限が有効であった。
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（岨）
活動を－し始めていた。
ル
ー
マ
ニ
ア
に
つ
い
て
も
英
米
を
満
足
さ
せ
る
人
事
の
手
直
し
を
示
唆
し
た
。
（禍）
」鷲宮理については外相会議では、ソ連側は米国の核独占という事実をまえに、関心がない様子を一不した。四六年一
月に国連は一月総会で原一十力委員会創設について決定したが、ソ連は米国のこの独占を突破するためにすでに多くの
（他）
説明であった。
そ
れ
で
も
一
二
月
に
米
ソ
の
駆
け
引
き
は
終
わ
り
、
こ
の
よ
う
に
発
足
し
た
管
理
機
関
は
、
結
局
一
九
五
一
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
に
よ
っ
て
日
本
が
独
立
す
る
た
め
不
要
に
な
り
解
散
す
る
こ
と
に
な
る
。
最
初
の
会
議
に
出
席
し
た
ソ
連
の
軍
人
・
外
交
官
イ
ワ
ノ
フの回想によれば、会議は明治生命ビルで開かれた。マッカーサーは、「日本占領機関の規定について」という文書
（鍋）
を読み上げたあと退席したため、議論もなく散会になったという。ちなみにイワノフは本国か一ｂ一九五○年に壼泉に
戻
り
、
こ
の
会
議
に
出
席
し
た
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
不
在
の
会
議
も
ま
た
三
○
秒
で
終
わ
っ
た
と
い
う
。
同
盟
国
と
の
関
係
で
も
マ
ッ
カ
な
お
、
こ
の
ほ
か
、
外
相
会
議
は
、
朝
鮮
に
つ
い
て
の
独
立
国
家
創
設
の
た
め
の
措
圃
、
中
国
内
戦
の
終
焉
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
委
員
会
の
創
設
、
に
つ
い
て
も
合
意
し
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
、
「
ブ
ル
ガ
（机）
リァ議会が新政府に若干の非共産党メンバーを入れることを勧告することになる」とかたった。ちなみに一一七日、ブ
ル
ガ
リ
ア
公
使
Ｄ
・
ミ
ハ
ル
チ
ェ
フ
に
あ
た
え
た
モ
ロ
ト
フ
の
外
相
会
議
の
説
明
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ー
ー
ァ
と
原
子
力
委
員
会
の
（杣）
－サーの事圭天上の独裁であった。
この外相会議決定は、こうして、対日管理、原子力管理、東欧管理についてのバーゲンを行ったのである。
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
二
九
四
五
年
一
二
月
）
再
考
（
下
）
（
下
斗
米
）
一
九
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モスクワ外相会議が二六日に終わったあとの一一一月一一九日、政治局は対外関係での重要決定を行った。モロトフ外
相
の
権
限
を
一
部
削
減
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
が
こ
の
問
題
を
直
接
提
起
し
た
。
こ
の
時
の
会
議
で
は
、
対
外
関
係
で
は
政
治
局
に
五
○
名
規
模
の
対
外
関
係
の
委
員
会
を
も
う
け
る
べ
き
事
、
中
央
委
員
会
対
外
政
策
部
を
作
る
こ
と
、
を
決
め
た
。
政
治
局
に
新
設
さ
れ
た
外
交
部
委
員
会
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
、
モ
ロ
ト
フ
、
ベ
リ
ャ
、
ミ
コ
ャ
ン
、
マ
レ
ン
コ
フ
、
そ
し
て
新
星
ジ
ダ
ー
ノ
フ
か
ら
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
実
質
的
に
は
モ
ロ
ト
フ
と
彼
を
含
む
四
人
組
に
対
す
る
認
資
と
い
え
た
。
対
外
的
に
は
厳
し
い
立
場
を
取
る
ジ
（帽）
ダ
ー
ノ
フ
が
入
っ
た
。
モ
ロ
ト
フ
は
一
応
許
さ
れ
た
が
、
彼
の
権
限
は
縮
小
し
た
。
か
わ
っ
て
六
名
委
員
会
が
対
外
活
動
を
取
り
仕
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ジ
ダ
ー
ノ
フ
の
台
頭
が
注
目
で
き
る
。
や
が
て
こ
の
六
名
委
員
会
は
モ
ロ
ト
フ
の
独
自
性
は
こ
う
し
て
な
く
な
っ
た
。
四
六
年
一
○
月
に
は
ポ
ズ
ネ
セ
ン
ス
キ
ー
も
こ
の
委
員
会
に
加
わ
っ
て
七
人
委
員
会
と
な
っ
た
。
四六年一月末、本国に帰るハリマンはモロトフ（二○日）と、スターリンに（二一一一日）それぞれ帰国の挨拶をした。
ス
タ
ー
リ
ン
が
対
日
問
題
で
満
足
し
て
い
る
こ
と
に
大
使
は
注
目
し
た
。
も
っ
と
も
天
皇
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
制
度
と
し
て
も
個
人
と
（媚）
しても残すことに反対だ、といった。
二
月
九
日
、
ス
タ
１
リ
ン
は
、
ポ
リ
シ
ョ
イ
劇
場
で
、
資
本
主
義
と
社
会
主
義
と
は
両
立
し
な
い
、
両
体
制
の
対
立
は
不
可
避
と
い
う
演
説
を
行
っ
た
。
同
時
に
、
「
あ
ら
ゆ
る
偶
然
時
か
ら
祖
国
を
守
る
た
め
」
、
「
三
つ
の
新
五
カ
年
計
画
に
相
当
す
る
」
工
業
化
を
や
ら
れ
（Ｗ） 
ば
な
雲
ｂ
な
い
、
と
も
い
っ
た
。
原
爆
を
ふ
く
む
科
学
技
術
を
基
礎
に
し
た
工
業
化
の
た
め
の
計
画
で
あ
っ
た
。
ソ
連
は
満
州
か
ら
も
、
イ
終
わ
り
に
Ｉ
対
英
米
協
調
の
終
わ
り
Ｉ
法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
三
・
四
合
併
号
二
○ 
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モロトフは副首相兼外相であったが、外務省内での権限は縮小され、ピシンスキー外務次官が総括担当に昇格した。
リトビノフら対米関係者は左遷させられた。
当
時
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
モ
ロ
ト
フ
外
相
と
ビ
シ
ン
ス
キ
ー
次
官
と
の
間
に
小
競
り
合
い
が
生
じ
た
。
こ
の
検
事
出
の
次
官
が反論したところ、モロトフは「政治局員に何を言うのか」と怒った。ビシンスキーも「最高会議員である自分にそ
う言う権利はない」と言い返した、という。あきらかに対米協調、連合国時代の米ソ関係から、冷戦へ向かう厳しい
認識が示された。核問題がこの態度の硬化の背景にあった。日本への権利を捨てても、ウランを確保したい。スター
リ
ン
指
導
部
の
新
し
い
強
硬
的
認
識
の
現
れ
、
つ
ま
り
冷
戦
へ
の
転
換
点
で
あ
っ
た
。
ランからも撤兵のそぶりもしめさなかった。こうしたなか、国務省からの求めに応じて、二二日に、ケナン臨時大使
（相〉
もソ連への警戒を一不した著名な八○○○字電文を送ることになった。チャーチルもまた一一一月五日、著名なフルトン演
説で、アドリア海からバルト海まで、鉄のカーテンが引かれているという演説を行うことになる。
四六年三口瓜政府の改組で外務人民委員会議は外務省に変わった。人民委員会議といったレーニン時代の革命政府
ではなく、閣僚会議へと政府の呼称が変わったことはもはや革命ではなく、秩序維持が政府の任務であることを示す
ではなく、閣僚〈
も
の
で
も
あ
っ
た
。
（１）０．画。ｐ厨房。‐シ
（２）『②三）宍の』空
（３）『の。つ司函尋）宍
（４）『凹筥）宍Ｐ唖』．
『②三）宍の。ご②Ｉ一・
０．馬冒宍。‐シニの已宝恩ェ、弐三のＱ『ェ○三の雪雲型］垣急Ｉご盆》三・・ｇ三・弓．
『のＣＤ日諄）【望穴ＯＰＱ【句』三○『已凹臣臣色○国葛已Ｒ【○円。Ｅ』岳三重陸■【丙ロＣＯ因筥已忌『雪の酉○天冤三の『。Ｅ・・三・・酉ｇ』・］『．
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（皿）国司◎宮口四目目の口冒【］ロ§『ｏロロロ。。。◎冨冨畠冒ｘ聾演Ｃご罠の胃目・冨・・曽晨マヨ画Ｉ『一・
（犯）浸司◎己げ国：属■ザ圏蛋毎房望つ邑閏◎回国四○○ｐ◎冨冒患冨呂勧Ｈ田頂◎民昌冨の胃回国・巨・・唾ｇ←・巴暉Ｉ三‐
（調）円豊『〉宍の・雪⑭・四六年時点で圃丙では豊かなウラン鉱は発見されていない、と報告している。ちなみに、’九五三年、誕任者の一
人ザベーーャーギンは、ソ連でのウランのかなりの部分が外国で入手されているといっていた。デーヴィド・ホロウエイ、『スターリン
と原爆』上、一九九七年二五四ページ。
（別）国ロロロ富０．国囚員。『◎日ｇ員。ｎ．ロロ。①冒凶向。丙冨【の胃ｚｐｏ８ｏ三富畠冨畠胃目目Ｃ因農園・国匡曰・』・言．．》』＄Ｉ貫筥＠・もう一人の
核蝿弾製造の父ハリトンもベルリンでこのウラン鉱探しにあった狂言○弓覺【熊（Ｐ圏函クルチャトフはこのベルリンで発見された一○○
トンのウラン鉱がソ連の核開発を一年早めた、と九二年に発言した。『ｇ『葵Ｐ愚『．
グヘ－、へ－，￣、￣、￣、へ伊再、へ～、￣、〆■■￣、￣￣、
2０１９１８１７１６１５１４１３１２１１１０９８７６５ 
－〆～'～ゲ－グ～ジ、￣～ザ－グ～〆-－～ず－－〆～夕－
弓四二）宍ゆめ空。
ＣＯ回国同宍。．シ三の己罠天岱記。天星の。『宝。Ｅの霞笛幽ご』、ｌ忌公②。シ白。ご画ｃつ』。⑫⑤。
○：国菖《。，缶三の已畠恩胃尻混の。畠。ｐ】の西雪勘ご命－ごお・三・・ｇ三・』ｓ・
ＣＯ団⑱『○宍。ｏ尹三⑱□萬宍“崖、尻屋①。『塁。Ｅの霞函画乞一切１＄←Ｐ冨・・噂ＣＣ一・ｓ⑬
三・の呂臣一目曰冨シロ］の１．目ｏＱ２ｇ丘。。。『」眉目・号の◎１巴曰。［戸冒８宣言回『・○〆３己』①忠一９．
。。□四句【。ｏシ罠の冨恩胃園の。ヨェＣＥ２園』震、Ｉ』垣溢・言’９Ｅ・皀切．
目印屋）宍の。ｇ①．
閂ご】ロ。。』四司
○。□日岡【？シ三の冨菌胃百のＱ『塁。Ｅの冒観』の命‐』の←厚冨・》豊晨》巴．
冨・四四『『】冒昌四目面一一のシワの一・ｍ民
プリット大使の友人でもあったこの人物との会話は盗聴を恐れ、手洗いの中で行われた。ｇ匡・・旨Ｃ・
】す『。。】或蜀一・
弓四三美の》、国函．
弓、三）宍③①四Ｉご切・
弓回罠漢Ｐ』。①。
法》一志林第一○二巻第三・四〈［騨号
目。ヨヨ９．℃。■【国白（。）函ｏｏｐＱ『三国国胃『ロ◎国ＯＣＣで］の命－ご認・宣・・曽皀』房．
一
一
二
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二戸、二■、冴閂、
３７３６３５ 
、■〆、ご〆、￣
（犯）ロ。昌自ｇｏ己。■宍ロ宍ロ（ａ）雪○８句『二雪西淫。『己：ＯＣＣで皀念１＄田・富４画ｇ函．。『や］農・
（鋼）ヨ。己ヨ。【）ロ。「（【■宍豈】（⑦）畠○．国Ｑ『富蟹田西日つ。国ＤＯＣ勺］の念Ｉ皀圏・三．省閣ｇ哺・ｑ『つ．面白－画．
（狐）ハリマンの貿任の米ソ分割税は、一九四五年八－九月に米軍参謀本部の統合戦争計画委員会などが進めようとしていたが、
－サー将軍だけでなく、トルーマン大統領、パーンズ国務長官らが反対した。竹前、「前掲書』六四ページ、
（鍋）ジョージ・ケナン、近藤・飯田・有賀訳『アメリカ外交五○年』、岩波、一九八六年、’一一ページ、一一一一二ページ。
（雛）○：⑩司宍。‐シ三８雪菌冒宍掃ｑ冒。Ｅの崔冨勘一震酊Ｉご畠・三》ｇ三・一器．
エ
ル
ガ
ナ
、
ク
リ
ポ
〃
チェコ四○○トン、
（瓠）弓四三葵③三一・
界■、￣、多角、戸へ
３０２９２８２７ 
～〆～ジ～￣～プ
（配）『豊扇（ｐ圏『・下斗米
（邪）雪『。ｐ守国ｍＣヨョ馬国国艮一
画目巴冒盟》目白」・三・．ご『．
ブルガリアでのウラン怪畑の財政支出はコスイギン財相が担当していた。つまりソ連の財政支出である。ドイツのピスムート会社につ
いては、ソ連国家保窒相のアバクーモフが担当していたことは、同一六日の決定配。また決定船は、チェコスロバキアでの問題という
副題を持つ決定だが、一九四九－五一年のヤヒモフ企業でのウラン怪砺計画を四二○トンとするようチェコ側と協議を指示している。
（『菖罵の．Ｓ『・）ちなみに少し後の中愈竹だが、一九五○’五四年の原子力産業に関する決定では、一九五○年のウラン鉱産出斑は一六
八五トンと相笙疋されたが、そのうち、ドイツビスムート社一○○○トン、ソ連－チェコスロバキア委員会二○○トン、ソ連ブルガリア
鉱物隔騨一室二五トン、そして、ソ連ｌポーランド委員会六○トン、であったので、ウランのほぼ一一一分の二が東欧産であった。（弓、三葵Ｐ
患ｓｏもっともこのリストから次第にソ連の国内での生産が増えていることが出ている。一九四八年の祷鳳では、国内で五カ所（フ
ェルガナ、クリポイログ、キルギス、極東・パイカル以東で二三四四トンが予定され、これに対し、ドイツのサクソン、一一○○トン、
チェコ四○○トン、ブルガリア三○トン、ポーランド二五トン、となっていた。
『ロ展渓ｐ唇⑰．
ロ．ｎ項○口□胃。Ｐ勺園迺目恩国【己の三景》三・．］＄口麗⑰
○二のロス罠冒８つ雪因二言畠。『の己。『目三崖。。『□四匹困匡×月】宅○○昌寓》旬・》画》９９》四囲・
少弓○嵩冨畠目。の胃ＯＤＣ勺・」冑。ｚ箇誤ａＣｚ３どち－］冨公宍早【。．←・言’○ｇｏＰ』９．』忠．
『』冨韓Ｐ】垣『
『豊扇（ｐ圏『・下斗米『アジア冷戦史』二○○四年、二九ページ。
雪『。ｐ守思Ｃ員ずの国冒【］日日。ｐ》三・．砲ｇ」．、目・畠、８℃二型ｏ：②『貝◎可◎閏ｇ畠。『。：。①丙『凹凸。『皇三の胃Ｅｇｎｐｇ畠ェ囚至冨二胃目の‐
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（卿）ロ豊丘エ②－－２菌］．、置一冒醇己二】の国Ｃ冒己・』⑫程・邑四一の』ｇ・邦訳、上、二一六
（相）忌巨・・望①．
（媚）弓豊ご宍の・圏一・
（
佃
）
、
恩
し
か
し
、
こ
の
会
議
の
宴
会
で
ア
メ
リ
カ
代
表
が
こ
の
爆
柳
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
密
輸
し
た
ら
ど
う
か
と
冗
談
を
言
っ
た
と
き
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
冗
談
に
は
真
剣
す
ぎ
る
問
題
だ
と
気
色
ば
ん
だ
。
認
の
（“）ホロウェイ、『前掲書』訳上二三二ページ。
（妬）ロ。■弓３５℃・届宍因宍。（。）髭Ｃｇ３冨冒冒国己ｇｏ○○勺］垣念Ｉご麗・三・・唖ｇ函．。８．塁‐③．
していた。
（佃）、恩
法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
三
・
四
合
併
号
二四
（犯）言・国四『『一己：四目ご｝のシ冒一・憲二・】＄・
（鍋）三・国・豈田四．Ｐ四コ◎エ言い８膳Ｅ目酵畠匡②自冒尻畠Ｃ目の昌沮目三・』垣冨・麗辱・
（
㈹
）
イ
ワ
ノ
フ
に
よ
れ
ば
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
ソ
辿
大
使
館
に
は
ほ
と
ん
ど
こ
ず
、
い
て
も
二
－
三
分
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ソ
辿
の
映
画
監
督
ザ
ル
ヒ
が
映
画
を撮るといったときだけは大使館での撮影に応じたという。目色筥美の》圏、．
（弧）『豊美Ｐ圏、’魁Ｔ楢彦『日本上澤餌管理体》制の成立」岩波番店、一九九一年、三三一ページ。
（⑫）ｍｏｑ８量目８℃◎息』置伶雇鼠負』》』垣貫豊］モロトフは公使には、ブルガリアの閣僚についての外一相段階での英米ソの合意はな
かったといっていたが、スターリンはゾノニ一一｜曰、ヂミトロフに、固有名詞をあげて反対派から二名ほど、無名の閣瞭を含めよと指示
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